
 9 月 2 3 日の秋分の日、D F 2 C W ( 壱岐 ) さ
んとD N 2 M C W （エリカ）さん御夫妻を所

縁の大阪国際交流センターにお招きし
て歓迎会を行いました。数ヶ月前に壱岐
さんからのメールで今年は日本に行く予
定が無かったけれども急に行くことに
なったこと、大阪は一泊だけでそれも前
日の午後に来て翌日の午後には東京に
戻るスケジュールとお聞きしました。その
時チラッと大阪の方々に逢いたいと漏ら
されたので、これは私が何か企画すべき
であると思った次第です。せっかくなら
出来るだけ多くの方に出席して頂きたい
と、J A I G のM L でご案内しさらにJ A 3 A E
R 荒川さんを通じて在阪･近郊の方々に

伝えて頂きましたが、結果的には「J A I G
2 0 0 4 」で大阪の事務局を務めた大阪国

際交流センターラジオクラブのメンバー
が出席する懐かしい会になりました。
御夫妻と我々とは一年ぶりの再会で小
規模なミーティングでしたので、自由歓
談形式のローカルラグチューにしても良
かったのですが、全員がスピーチや話
題を十分時間をかけて披露しあえるよう
にラウンドテーブル Q S O 方式にし、J E 3
B E Q 宮本が不慣れなマイクコントロール

をやらせて頂きました。

壱岐さん・エリカさんにはとことんリラックスして楽しんで頂こうとお二人の挨拶のタイミングを後回しにしていましたが、痺れ
を切らせた壱岐さんから早く挨拶をさせて欲しいと督促され、気を使わせてしまって申し訳ないと思いましたが感激されて
いる御様子でした。

そのあと、J R 3 M V F 三好京子さん、J A 3 A E R 荒川さん、J K 3 I Y B 西さん、J O 3 L Z G 下津さんとスピーチが続き、またJ A 3 A
O P 杉山さんの素晴らしいシャックとランドローバーを駆ってオフロードを走破するドライビングテクニックが紹介され、皆さ

んそれぞれ楽しいスピーチと話題に興味津々でした。



  ドイツの人たちが日本でのJ A I G ミーティングを再び希望されているかどうかについて壱岐さんにお聞きしたところ、その

声は結構あり実行するとしたら再来年が一つの候補時期になるのでは･･･とのお話でした。そして「やりますか」と逆に問い
返され、今後の課題として提起されました。あっと言う間の楽しい一時でしたが、近い再会とお互いの健勝を祈念してお開
きになりました。壱岐さん・エリカさん、久しぶりにお立ち寄り頂き有難うございました。      （d e  J E 3 B E Q ）

h t t p : / / a p d x c . o r g / i n d e x . h t m lh t t p : / / a p d x c . o r g / i n d e x . h t m l

R o l l c a l l  
0 9 0 0 J S T   S a t u r d a y

2 1 . 3 6 0 M H z

e - m a i l  :  j i 3 z a g @ j i 3 z a g . n e t

C l u b  m e e t i n g
1 8 0 0 J S T  2 n d  F r i d a y

a t  O s a k a  i - H o u s e

U R L  :  
h t t p : / / w w w . j i 3 z a g . n e t /


